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きわめた技駆使 医療機器にも挑む 

呼吸量でがん発見も 

 中小企業が強みのものづくり技術を生かし、医療機器分野に相次ぎ参入

しています。 
 木幡計器製作所（大阪市大正区）は、呼吸の量や圧力を精密に計測する医療

用装置を開発中です。個人向けに１台１０万円以下と手ごろな価格に設定する

方針です。 
（2014 年 2 月 3 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 

アルツハイマー新治療法に道 

 大阪大学は、アルツハイマー病で脳内にたまる原因物質の増減にかかわ

る遺伝子を発見しました。 
 患者ではこの遺伝子の働き方が違い、神経細胞を使った実験で遺伝子を制御

すると原因物質を減らすことができました。進行抑制や根本治療が難しいアル

ツハイマー病の新しい治療法につながる可能性があります。 
（2014 年 2 月 4 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 

哺乳類、どうして暖かい？  カギ握るたんぱく発見 

京大、低体温治療に期待 

  京都大学は、哺乳類が体温を維持するのに重要なたんぱく質をマウス

を使った実験で突き止めました。 
 低体温症の治療に役立つほか、心停止時などに人為的に体温を下げ脳を保護

する低体温療法にも応用できるとみています。  
（2014 年 2 月 5 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
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家事・介護手伝うロボ － 日本案が国際規格に 

安全性評価 普及に弾み 

 国際標準化機構が新たに作った生活支援ロボットの安元規格に、日本の

研究者が提案した規格が採用されました。  
（2014 年 2 月 6 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 

「病院から在宅へ」促す － 診療報酬改定 中医協が答申 

新設の「主治医」カギ 

 医療サービスの公定料金である診療報酬の２０１４年度改定が決まりま

した。 
 高齢化で急増する医療ニーズの受け皿を在宅を中心に作るとして、様々な施

策が並びます。それには重症患者の受け入れに偏った病院のあり方や、患者が

軽い症状でも大病院を受診するといった現状の是正が大前提になります。 
 今回の診療報酬改定では、在宅医療を進めるための新たな料金メニューが目

立ちます。 
（2014 年 2 月 13 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 

今どきシニア夜型 － ６０代、消費活発 

仕事帰り、店へ街へ  就寝時間遅く 

 夜のシニア消費が活発になってきました。 
 ２人に１人が働く６０代は、仕事帰りに買い物をして、レジャーを楽しむ人

も多くあります。午後９時以降、６０歳以上の来店者が１割増えたスーパーも

あります。 
 今の６０代はかつてディスコで遊び、深夜ラジオを聴いていた世代。朝型が

主流の上の世代に比べると夜もアクティブです。  
（2014 年 2 月 14 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
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在宅介護ロボ開発 － マッスル、積水ハウスと提携 

 制御システムのマッスルは積水ハウスと提携し、住宅向け介護ロボット

の共同開発に乗り出します。要介護者がベッドから乗り降りしたり、入浴した

りするのをロボットが補助します。２０１５年末までの製品化を狙います。 
（2014 年 2 月 17 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 

高齢者 働く人の１割に － 人口減を補う 

昨年 日本、世界に先行 

 働く高齢者が増えています。６５歳以上の就業者数は２０１３年に６３

６万人と前年比７％増え、就業者全体に占める割合が初めて１割を超えました。 
 少子高齢化を背景に欧米の主要国の１～５％を上回っており、日本が高齢者

雇用で世界に先行していることを裏付けました。 
 働く高齢者が増えれば人口減の影響を補って経済の成長ができるほか、社会

保障も安定します。高齢者の実情に沿う働き方の環境整備が課題です。 
（2014 年 2 月 18 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 

高齢者の悩み よろず相談 

－ 介護や財産管理･･･専門家が連携し対応     

 たらい回し防ぐ 

 介護や財産管理など高齢者や家族が抱える多様な悩みについて、介護関

係者や法律家らが連携し、一括して相談に乗る取り組みが進んでいます。 
 大阪市では常設の相談所が発足、各分野の専門家らが集まる相談会を開く地

域も出てきました。関係者は、「自治体窓口でたらいまわしになるうちに相談を

あきらめてしまう人も多い。ワンストップで解決できる場をつくりたい。」と意

気込んでいます。 
（2014 年 2 月 21 日 日本経済新聞記事から抜粋) 
 


